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｜
、
は
じ
め
に

携
帯
電
話
の
よ
う
な
ポ
ー
タ
ブ
ル
且
つ
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
通
信
装
置
が

多
く
の
人
々
に
普
及
し
て
か
ら
そ
う
年
月
は
経
っ
て
い
な
い
と
思
う
。

日
本
の
携
帯
電
話
の
加
入
（
所
持
）
率
は
二
○
○
六
年
に
は
八
千
五
百

万
人
を
越
え
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
二
○
○
二
年
七
月
に
お

け
る
あ
る
リ
サ
ー
チ
会
社
に
よ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
在
七
千
万
台
以

上
普
及
し
て
い
る
と
統
計
さ
れ
、
日
本
人
男
女
、
十
二
～
六
十
九
歳
の

携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
所
有
率
た
る
や
七
四
％
で
、
四
人
の
う
ち
三
人

は
持
っ
て
い
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
は
驚
く
べ
き
普
及
率
で
そ

れ
に
伴
い
巷
で
は
、
電
磁
波
に
よ
る
生
体
影
響
に
関
し
様
々
な
情
報
が

錯
綜
し
、
単
に
人
心
の
恐
怖
を
煽
る
だ
け
の
様
な
物
も
含
め
必
ず
し
も

科
学
的
で
適
切
に
情
報
の
開
示
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況

に
あ
る
。
筆
者
は
以
前
よ
り
電
磁
波
と
生
態
影
響
、
更
に
電
磁
波
の
安

全
性
の
評
価
に
関
し
興
味
を
持
ち
研
究
を
行
う
機
会
を
窺
っ
て
来
た
。

時
間
を
見
つ
け
て
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
文
献
を
図
書
館
、
更
に
は
現

在
そ
の
存
在
そ
の
も
の
の
真
価
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
種
々
の
情
報
を
集
め
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
こ
れ
ら
研

原
典
・
古
典
の
再
発
見
「
短
波
治
療
の
基
礎
」

物
理
ｌ
技
術
ｌ
適
応
症

奈
良
圭
之
輔
、
岩
井
信
市

横
地
章
生
、
小
口
勝
司

究
の
古
典
・
原
典
的
基
礎
を
著
す
も
の
と
思
わ
れ
る
文
献
（
写
真
１
）

を
再
発
掘
し
た
の
で
こ
こ
に
今
回
紹
介
し
た
い
。

二
、
本
書
の
構
成
と
主
た
る
内
容

こ
の
書
物
は
内
容
の
み
で
百
八
十
九
頁
、
広
告
も
含
め
総
頁
数
二
百

二
頁
余
り
、
五
十
八
個
の
図
版
と
九
つ
の
テ
ー
ブ
ル
が
添
付
さ
れ
て
お

り
、
比
較
的
薄
手
の
本
で
あ
る
。
ホ
ル
ッ
ァ
ー
並
び
に
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ベ

ル
ク
両
博
士
の
序
文
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
当
時
の
慣
習
と
し
て
か
、
ま

た
往
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
名
残
り
な
の
か
筆
者

に
は
詳
し
く
分
か
ら
な
い
が
序
文
を
締
め
括
る
日
付
、
「
ウ
ィ
ー
ン
に

て
、
一
月
一
九
三
五
年
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
一
月
と
い
う
と
こ
ろ
が
標

準
ド
イ
ツ
語
で
あ
れ
ば
、
ロ
四
．
匡
四
『
］
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
と
こ
ろ
が
、

ウ
イ
ー
ン
方
言
の
フ
ミ
ｇ
・
蔵
自
己
国
ら
誤
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
る
な
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ど
は
古
典
文
献
を
読
む
上
で
非
常
に
興
味
深
い
。
続
い
て
大
き
く
五
つ

の
章
に
分
か
れ
て
お
り
、
第
一
章
か
ら
四
章
ま
で
が
短
波
の
技
術
的
な

著
述
を
工
学
博
士
で
あ
る
、
ホ
ル
ッ
ァ
ー
が
担
当
し
、
第
五
章
の
医
学

的
応
用
以
降
が
医
学
博
士
で
あ
る
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
が
執
筆
し
て
い

る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
は
国
己
昏
胃
巨
侭
冒
呂
①

牌
冒
首
唱
信
里
呂
制
つ
ま
り
振
動
学
（
周
波
数
）
入
門
か
ら
は
じ
ま
り

八
つ
の
小
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
弓
尉
興
牌
ご
ど
旨
‐

唱
自
呪
（
振
動
（
周
波
数
）
と
は
何
か
？
）
、
目
の
屏
呂
日
日
匡
侭
の
‐

、
昌
呉
の
①
言
閏
里
碍
可
耐
目
①
国
ｍ
呂
夛
言
唱
侭
（
電
気
的
振
動
（
周
波

数
）
の
規
定
）
、
目
の
艀
冒
言
唱
国
鴨
歓
匡
鴨
自
等
の
扇
日
①
（
振
動
力
・

周
波
数
の
方
式
）
、
目
の
ｍ
９
ミ
ヨ
唱
畠
呉
○
『
日
の
国
（
周
波
数
の
形
態
）
、

ロ
尉
卑
冒
国
言
号
『
静
目
角
昏
周
鴨
忌
ョ
耳
用
の
ｇ
湧
き
唱
眉
①
。
（
減

衰
振
動
（
不
連
続
性
電
波
）
発
生
装
置
の
原
理
）
、
ロ
四
⑱
犀
冒
国
旨
号
禺

艀
目
①
臥
胃
匡
侭
①
最
冒
凰
蔚
粋
言
ご
言
瞥
侭
ｇ
（
持
続
性
振
動
発
生
装

置
の
原
理
）
、
目
①
粋
ヲ
員
．
唱
侭
の
号
①
屏
風
瞥
侭
（
振
動
の
伝
達
）
、

ｇ
①
罰
①
の
○
局
目
閏
閂
胃
目
瞥
侭
目
（
共
振
）
と
続
い
て
い
る
。
第
二
章

は
口
①
乏
胃
百
侭
号
【
①
一
①
胃
爵
８
２
ｍ
目
言
冒
瞥
侭
ｇ
電
気
振
動
の

効
果
・
作
用
に
つ
い
て
論
じ
、
ロ
国
昏
囚
ョ
帝
匡
且
尻
目
号
易
禺
自
貯
匡

（
ジ
ァ
テ
ル
ミ
ー
と
蓄
電
器
電
界
）
、
両
冒
昏
胃
昌
侭
冒
Ｓ
①
①
雨
胃
。
ｍ
８
①

牌
冨
一
目
畠
巴
の
罫
①
（
電
気
的
回
路
序
論
）
、
同
旨
昏
言
匡
侭
言
昌
の
里
の
‐

蚕
ヨ
印
呂
の
界
巨
①
胃
①
（
電
界
序
論
）
、
目
①
里
①
罫
。
、
３
２
国
鴨
邑
の
‐

ｇ
呉
訂
自
号
『
匡
巳
侭
尉
ｇ
ｇ
Ｏ
昼
碍
訂
（
電
気
的
特
性
と
そ
の
生
物
学

的
対
象
）
、
ロ
帝
両
目
①
『
四
①
四
具
口
農
日
①
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
吸
収
）
、
目
⑦

酉
毎
門
耐
昌
○
ロ
（
電
気
的
分
極
）
、
目
①
ｇ
①
凰
爵
畔
（
電
気
的
特
異
性
）

と
小
章
七
つ
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
三
章
は
目
の
言
①
匡
円
冒
弄

肩
房
員
圃
①
ご
弓
呂
２
（
短
波
の
測
定
）
と
な
っ
て
お
り
、
短
波
長
電
磁

界
の
測
定
技
術
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
目
の
旨
①
の
２
信
号
両

君
色
①
ロ
匪
侭
①
（
波
長
の
測
定
）
、
貝
①
富
の
の
め
匡
侭
号
『
序
尉
冒
眉
（
出

力
の
測
定
）
、
ロ
話
冨
①
の
豐
侭
号
『
聾
目
白
里
普
肩
（
電
圧
の
測
定
）
、

●
竿ご

胃
国
ｇ
厨
国
壁
昌
寓
言
の
犀
円
冒
房
（
測
定
技
術
一
覧
表
）
と
言
う

よ
う
に
小
四
章
よ
り
成
っ
て
い
る
。
第
四
章
は
目
①
尻
目
函
言
竺
ｇ
弓
‐

の
昌
〈
で
短
波
技
術
に
つ
き
解
説
を
施
し
て
お
り
、
十
一
の
小
章
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
君
厨
房
昂
。
冒
里
ョ
臼
〕
の
旨
の
冒
印
呂
昌
眉
目
鴨
，

胃
①
菟
（
ど
の
よ
う
に
し
て
周
波
数
範
囲
を
算
出
す
る
の
か
？
）
、
目
①

穴
示
ヨ
滞
弓
号
吋
（
小
型
発
信
（
送
信
）
機
）
（
写
真
２
）
、
（
一
○
○
～
一
○
一

頁
）
こ
こ
に
は
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
博
士
ら
の
製
作
し
た
小
型
送
信
機

の
写
真
が
あ
る
。
閨
房
日
旨
座
昏
吋
巳
の
宮
○
一
○
四
め
の
言
胃
『
の
、
冒
侭

（
生
物
学
的
研
究
の
補
助
手
段
）
（
写
真
３
）
、
ロ
討
艀
目
角
蔚
呂
国
詳
ワ
里

唱
罵
日
①
。
斥
耐
ロ
ョ
鴨
具
高
出
力
に
お
け
る
送
信
機
技
術
）
（
写
真
４
）
、

弓
月
面
昌
思
ゴ
①
国
ヨ
君
国
開
昏
同
国
ｍ
こ
こ
ロ
ロ
国
①
貢
席
ご
く
○
ご
尿
匡
目
弓
里
雨
早

附
且
の
日
（
短
波
送
信
機
の
製
造
と
運
転
に
お
け
る
技
術
的
説
明
）
、

豆
①
シ
肝
ｇ
時
日
匡
侭
（
遮
蔽
・
保
護
）
、
目
①
シ
匡
陣
の
旨
］
信
号
門

艀
且
囚
（
送
信
機
の
設
置
）
、
目
の
閏
房
目
冨
国
蔚
昏
Ｒ
Ｓ
①
弓
胃
旨
‐
’

四
頁
の
（
治
療
の
為
の
補
助
装
置
）
、
艀
尉
巨
①
一
①
ヨ
①
の
自
侭
の
言
胃
扁
己

屍
言
艀
己
①
勗
言
Ｈ
ｇ
①
弓
扁
国
亘
①
（
治
療
用
短
波
送
信
機
の
一
例
の

供
覧
）
、
ロ
関
弓
①
呂
凰
、
号
①
⑦
四
侭
①
旨
①
禺
尻
昌
圃
君
①
扁
弓
の
冨
且
盲
侭

（
短
波
治
療
に
お
け
る
技
術
的
動
作
）
、
目
の
シ
己
○
ａ
①
昌
侭
①
毎
号
の

シ
『
算
＄
匡
且
國
○
さ
帰
国
四
コ
①
旨
ｇ
尻
目
圃
言
農
ｇ
開
ａ
臼
（
医
師
と
生
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物
学
者
へ
の
傍
短
波
送
信
機
に
於
い
て
の
要
求
）
と
な
っ
て
い
る
。
第

五
章
以
降
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
精
神
神
経
病
院
教
授
の
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ベ
ル

ク
が
担
当
し
、
十
四
小
章
か
ら
成
る
短
波
治
療
の
適
応
疾
患
の
説
明
と

共
に
実
際
の
臨
床
実
験
（
研
究
）
の
結
果
を
報
告
し
て
い
る
。
と
‐

鴨
冒
四
国
①
国
①
ョ
①
鼻
巨
侭
９
（
一
般
的
注
意
）
、
弓
胃
国
月
巨
房
ｇ
①
局

穂
溺
．
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知

覚
失
調
症
候
群
）
（
四
．
ｚ
２
国
房
（
神
経
炎
）
す
ぎ
言
］
２
号
厨
（
多
発

神
経
炎
）
ｏ
，
ｚ
①
ロ
国
喧
的
ｇ
の
鯉
口
号
○
日
①
（
神
経
痛
症
候
群
）

（
目
『
侭
①
目
冒
５
国
①
目
巴
唱
①
（
三
叉
神
経
痛
）
印
画
の
ご
巴
唱
①
（
上
腕
痛
）

○
月
目
国
一
ｚ
①
目
色
垣
①
（
眼
神
経
痛
）
盲
５
１
８
の
国
一
ｚ
の
匡
国
極
の
巨
且

函
の
呂
闇
○
異
国
（
神
経
痛
と
へ
ル
ペ
ス
ゾ
ス
タ
ー
）
）
冨
巨
旨
已
①
鱒
一
円
‐

○
淵
（
多
発
性
硬
化
症
）
思
具
ヨ
の
○
三
の
目
尻
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
）

等
１
眉
○
口
昌
呂
①
（
脊
髄
空
洞
症
）
閃
己
厨
冒
昌
呂
①
同
鳥
目
己
肉
目
帰
邑

烏
の
⑦
呂
胃
吊
匡
且
。
閂
⑦
ｇ
胃
昌
曽
扁
（
脳
及
び
脳
膜
の
炎
症
性
疾

患
）
両
昌
①
目
①
弓
筈
①
の
忍
国
辱
用
（
癩
病
・
脳
性
麻
痒
）
の
凰
里
ｇ
‐

胃
四
目
巨
昌
９
（
精
神
疾
患
）
（
写
真
５
）
（
写
真
６
）
と
言
う
構
成
で
成

り
立
っ
て
い
る
。
本
書
の
大
部
分
で
あ
る
百
二
十
五
頁
余
り
が
、
当
時

と
し
て
は
普
及
し
て
き
た
ば
か
り
の
新
技
術
で
あ
る
短
波
長
高
周
波
発

生
の
原
理
、
装
置
の
構
造
・
製
作
、
そ
し
て
発
生
さ
れ
た
電
磁
波
の
測
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定
法
の
基
礎
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
自
然
現
象
と
治
療
医
学
と

は
密
接
不
離
の
関
係
に
あ
る
と
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
が
、
科
学
者

が
何
か
新
し
い
現
象
を
発
見
す
る
と
医
学
者
は
直
ち
に
そ
れ
を
人
類
疾

患
の
治
療
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
実
験
的
に
実
践
し
そ
れ
ぞ

れ
特
有
の
治
療
効
果
を
発
見
す
る
と
、
最
良
の
治
療
方
法
を
試
行
錯
誤

す
る
。
本
書
は
物
理
学
・
工
学
の
基
礎
を
学
ん
だ
者
で
な
い
と
少
々
理

解
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
無
線
工
学
の
急
激
な
進

歩
と
共
に
赤
外
線
、
紫
外
線
、
エ
ッ
ク
ス
線
の
有
す
る
治
療
効
果
以
外
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の
特
殊
効
果
が
発
見
さ
れ
、
世
界
の
治
療
界
に
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン

を
惹
起
し
、
当
時
と
し
て
は
殆
ど
未
知
に
近
か
っ
た
短
波
・
超
短
波
と

言
う
も
の
を
、
そ
の
発
生
す
ら
容
易
で
は
な
か
っ
た
時
代
に
治
療
の
新

領
域
と
し
て
新
し
く
開
拓
さ
れ
た
と
言
う
事
実
に
は
疑
問
の
余
地
は
無

さ
そ
う
で
あ
る
。
当
時
早
く
か
ら
そ
の
よ
う
な
無
熱
効
果
（
普
言
【
白
耐
‐

号
①
言
茸
百
局
の
ご
）
に
注
目
し
た
研
究
者
が
本
書
の
著
者
の
一
人
で
あ

る
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
と
当
時
ド
イ
ツ
・
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
大
学
内
科

両4:舩鯏#z”“h趣're iI､
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学
教
授
の
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
シ
ュ
リ
ー
フ
ァ
ー
ケ
（
卑
旦
．
厚
．
陣
言
ヨ

牌
罠
ｇ
冨
訂
ゞ
屍
震
‐
己
謂
）
で
あ
っ
た
・
当
時
の
送
信
機
等
に
使
わ
れ

る
電
子
デ
バ
イ
ス
の
核
は
真
空
管
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
性
能
に
お

い
て
他
国
の
追
随
を
許
さ
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
と
そ
の
共
通
の
言
語
を
持

つ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
電
磁
波
に
よ
る
こ
の
農
四
号
閏
目
⑱
島
の
の
国
ｇ
ｏ
叩

○
円
胃
弓
匡
自
侭
ｇ
：
（
無
熱
生
物
学
的
効
果
）
の
研
究
が
始
ま
っ
た
。

本
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
電
磁
波
照
射
の
適
応
症
は
そ
の
全
て
が
無
熱

照
射
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
百
二
十
七
頁
の
一
般
的
諸
注

意
に
あ
る
、
↑
一
己
四
①
旨
①
鴨
。
ｇ
①
ロ
○
陰
①
昌
侭
冒
号
局
尻
目
圃
葛
①
二
①
‐

弓
言
国
巨
の
］
５
号
ご
房
三
・
昌
呂
昏
号
閏
国
》
ｇ
ョ
巨
壺
ョ
四
口
四
呂

乏
①
冒
崩
里
①
易
ロ
ロ
国
会
①
ョ
。
哩
荷
毒
①
目
○
の
匿
言
①
。
Ｓ
ｍ
印
①
『
団
①
宜
昌
己
‐

盲
。
”
雷
禺
Ｑ
①
ロ
も
胃
示
貝
①
ロ
ゞ
画
す
①
『
画
匡
の
面
曽
吋
旦
①
巨
少
吋
呉
”
の
口
四
巨
①
里
①
。
、

匡
ご
扇
昌
の
茸
①
己
・
〕
．
と
あ
る
よ
う
に
各
疾
患
に
対
す
る
患
者
へ
の
電
磁
波

照
射
の
量
は
現
在
も
含
め
て
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、

当
時
の
医
学
者
は
短
波
治
療
に
お
い
て
考
え
う
る
危
険
性
を
患
者
だ
け

で
な
く
、
術
者
自
身
へ
対
し
て
も
考
慮
し
な
が
ら
注
意
し
て
患
者
に
対

し
各
自
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る
装
置
の
出
力
・
波
長
等
も
含
め
、
専
門
と

す
る
疾
患
に
つ
い
て
は
特
殊
に
そ
の
応
用
が
試
行
錯
誤
さ
れ
た
上
で
考

案
さ
れ
て
来
た
事
が
う
か
が
え
る
。
以
下
に
主
な
適
応
症
に
つ
い
て
の

記
述
と
治
療
法
・
効
果
に
つ
い
て
略
記
す
る
。

三
、
電
磁
波
治
療
の
主
な
適
応
症

１
、
皮
膚
疾
患
、
特
に
炎
症
性
体
表
疾
患
の
フ
ル
ン
ケ
ル
や
カ
ル
ブ

ン
ヶ
ル
に
関
し
て
は
治
癒
に
至
る
ま
で
の
平
均
治
療
日
数
は
毎
日
一

回
、
三
十
分
ま
で
の
の
照
射
で
平
均
四
～
六
日
で
、
照
射
量
ｅ
ｏ
ｍ
肘
『
‐

ロ
眉
）
は
中
等
度
（
緩
和
な
心
地
よ
い
温
感
の
程
度
）
、
を
用
い
た
。
強

度
に
照
射
す
る
と
病
変
周
囲
に
変
色
が
起
こ
り
治
癒
期
間
を
遅
延
す
る

結
果
に
な
っ
た
（
百
三
十
三
～
百
四
十
頁
）
。

２
、
呼
吸
器
疾
患
に
お
い
て
は
急
性
の
上
気
道
疾
患
に
微
量
の
無
熱

照
射
を
行
う
事
に
よ
り
急
速
に
苦
痛
の
症
状
を
消
失
す
る
事
が
出
来
る

と
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
慢
性
の
物
に
関
し
て
は
相
当
の
回
数
を
照
射

（
十
五
回
乃
至
二
十
回
）
の
治
療
が
必
要
で
あ
る
が
、
患
者
の
嫌
悪
す

る
蓄
膿
症
な
ど
の
手
術
的
操
作
を
回
避
す
る
事
が
可
能
と
あ
る
。
面
白

い
事
に
、
こ
の
様
な
慢
性
患
者
に
無
熱
照
射
を
行
っ
て
い
る
時
、
性
々

に
し
て
、
患
者
に
よ
っ
て
は
多
少
頭
痛
の
増
強
を
訴
え
る
者
が
お
り
、

そ
の
場
合
に
は
そ
の
照
射
量
を
緩
和
す
る
か
回
数
を
減
ら
す
事
に
よ
り

回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
、
無
熱
効
果
に
お
け
る
ｚ
ｇ
ｇ

弓
司
百
眉
（
副
作
用
）
の
存
在
を
匂
わ
せ
る
（
百
四
十
四
頁
）
。

３
、
心
・
脈
管
疾
患
（
百
四
十
七
頁
）
に
お
い
て
、
心
筋
の
炎
症
性
、

変
性
性
疾
患
に
お
い
て
大
抵
の
場
合
、
微
弱
な
照
射
に
よ
り
好
結
果
を

示
し
、
そ
の
結
果
は
心
電
図
上
で
他
覚
的
に
証
明
で
き
る
と
あ
る
。
狭

心
症
の
よ
う
な
虚
血
疾
患
に
お
い
て
は
一
～
二
回
の
照
射
に
よ
り
症
状

を
軽
快
ま
た
は
全
快
す
る
事
が
出
来
る
と
し
て
い
る
が
、
現
在
で
は

少
々
信
じ
難
い
内
容
で
あ
り
追
試
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

４
、
腎
・
尿
路
疾
患
に
お
い
て
は
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
良
好
な
も
の

と
満
足
す
る
結
果
が
得
ら
れ
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
腎
孟
炎
の
よ
う
な

も
の
に
は
慢
性
の
も
の
よ
り
急
性
の
も
の
の
方
が
急
速
に
治
癒
す
る
事

が
出
来
る
と
の
事
で
あ
る
（
百
五
十
四
頁
）
。
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５
、
女
性
生
殖
器
疾
患
に
お
け
る
短
波
治
療
の
応
用
は
卓
越
し
た
も

の
が
あ
る
と
あ
る
。
特
に
無
月
経
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
異
常
等

に
は
効
奏
し
た
と
あ
る
。
今
ま
で
と
違
う
と
こ
ろ
は
急
性
の
も
の
だ
け

で
な
く
慢
性
の
症
状
に
も
好
成
績
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
照
射
は
下
腹

部
の
横
断
照
射
に
よ
り
六
～
八
回
の
照
射
で
、
時
間
は
十
五
～
三
十

分
、
一
日
お
き
に
治
療
す
る
場
合
も
あ
る
。
月
経
中
は
照
射
を
中
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
そ
の
上
で
照
射
し
た
場
合
に
は
多
量
の
経
血
が

見
ら
れ
、
患
者
の
体
質
と
精
神
的
状
態
を
特
に
留
意
し
て
治
療
に
当
た

る
必
要
が
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。
（
百
五
十
六
頁
）
。

６
、
リ
ュ
ー
マ
チ
性
疾
患
（
百
五
十
七
頁
）
へ
の
治
療
の
適
応
も
見

ら
れ
、
主
に
辱
８
讐
閏
目
①
（
全
身
透
温
法
）
を
奨
め
て
い
る
。
こ
れ

は
透
温
法
と
言
う
事
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
微
量
無
熱
放
射
法
を
意
図

し
た
も
の
で
は
な
く
、
電
磁
波
の
温
熱
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
言
え

る
。
治
療
効
果
と
し
て
は
良
好
で
あ
っ
た
と
の
事
で
あ
る
。

７
、
精
神
疾
患
（
写
真
３
，
４
参
照
）
に
つ
い
て
は
ほ
ん
の
少
量
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
精
神
疾
患
を
ド
イ
ツ
語
で
⑦
四
降
隅
‐

冨
四
己
合
①
芹
①
。
（
魂
の
病
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
主
に

扉
胃
三
の
ｇ
と
言
う
表
現
が
多
い
と
思
う
。
日
本
語
で
は
同
じ
精
神
と

訳
す
事
が
出
来
る
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
的
に
は
⑦
両
扇
弓
の
方
が
勺
望
呂
○

に
比
べ
宗
教
・
神
秘
、
「
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
」
と
言
う
意
味
合
い
も
含

み
、
そ
の
当
時
の
ド
イ
ツ
医
学
に
あ
っ
て
も
ま
だ
ヒ
ト
の
精
神
疾
患
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
事
は
非
常
に
困
難
を
極
め
た
事
が
想
像
出
来
る
。
著

者
の
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ベ
ル
ク
が
精
神
科
医
で
あ
っ
た
事
も
あ
り
症
例
数
は

少
な
い
が
精
神
疾
患
の
患
者
に
対
し
て
短
波
療
法
が
試
み
ら
れ
て
い

る
。
八
人
の
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
型
諺
病
患
者
に
短
波
長
電
磁
波
を
照
射

し
、
二
例
の
患
者
で
奏
効
し
た
と
あ
る
。
そ
の
他
は
精
神
症
状
に
余
り

変
化
は
無
か
っ
た
が
、
睡
眠
に
関
し
て
は
以
前
よ
り
快
眠
出
来
る
よ
う

に
な
り
、
統
合
失
調
症
（
精
神
分
裂
病
）
の
患
者
に
対
し
て
は
症
状
の

変
化
は
無
し
と
診
断
さ
れ
た
。

四
、
こ
の
文
献
の
歴
史
的
意
義
と
ま
と
め

本
書
は
約
七
十
年
前
に
公
刊
さ
れ
た
ほ
ぼ
最
初
期
に
当
た
る
と
思
わ

れ
る
短
波
治
療
の
基
礎
に
つ
い
て
、
そ
の
物
理
・
技
術
、
医
学
的
応
用

に
お
け
る
治
療
の
適
応
等
も
含
め
詳
述
さ
れ
た
文
献
の
一
つ
で
あ
る
。

当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
勢
い
で
電
磁
波
に
よ
る
生
体
影
響
と
付
随
す

る
効
果
に
つ
い
て
研
究
・
実
践
さ
れ
て
い
た
事
が
分
か
る
。
戦
前
は
比

較
的
広
範
囲
の
疾
患
に
渡
っ
て
応
用
さ
れ
研
究
さ
れ
て
い
た
短
波
治
療

は
現
在
で
は
ご
く
限
ら
れ
た
領
域
で
の
み
生
き
残
り
、
そ
の
多
く
は
電

磁
波
の
副
次
的
効
果
の
一
つ
で
あ
る
温
熱
効
果
だ
け
を
利
用
し
た
ジ
ア

テ
ル
ミ
ー
療
法
と
な
っ
て
お
り
、
電
磁
波
本
来
の
有
す
る
治
療
効
果
を

含
め
た
生
物
学
的
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
は
そ
の
複
雑
性
と
再
現
性
の

難
し
さ
も
あ
っ
て
こ
こ
五
十
年
間
ほ
ぼ
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
事
が
分
か

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
当
時
の
時
代
背
景
と
こ
の
研
究
が
盛
ん
で
あ

っ
た
場
所
が
ヒ
ト
ラ
ー
・
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
の
成
立
二
九
三
三
年
一

月
）
期
と
相
前
後
し
、
そ
の
後
の
世
界
史
観
ま
で
も
変
え
る
出
来
事
と

な
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
き
な
臭
さ
さ
が
匂
い
始
め
た
一
九
三
○
年

代
の
独
・
澳
を
中
心
に
発
展
し
て
来
た
と
い
う
事
が
考
え
ら
れ
る
。
結

果
と
し
て
敗
戦
国
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
で
は
戦
後
、
電
磁
波
に
よ
る
生
体
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影
響
研
究
の
基
礎
的
研
究
が
そ
の
後
の
追
試
も
含
め
、
再
検
討
が
な
さ

れ
る
こ
と
は
殆
ど
無
く
、
即
結
果
の
出
る
実
学
思
考
の
考
え
方
が
流
入

し
た
為
か
、
結
果
本
研
究
の
発
展
を
遅
ら
せ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
一
九
九
六
年
十
一
月
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
冒
尉
冒
呂
○
口
巴
○
○
ョ
．

ョ
厨
四
○
コ
ｇ
〕
ｚ
ｏ
ご
‐
ざ
昌
国
言
い
罰
四
昌
臼
さ
弓
弔
問
○
房
ｇ
旨
口
角
。
ｚ
胃
両
面

国
際
非
電
離
放
射
線
防
護
委
員
会
）
と
何
の
因
果
か
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
並
び
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
政
府
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
で
電
磁
波
生
体
影
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
い
て
科
学
的
再
検
討

会
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
現
段
階
二
九
九
六
年
時
点
）
ま
で

の
科
学
的
報
告
に
よ
る
と
、
電
磁
波
暴
露
が
ヒ
ト
の
寿
命
短
縮
、
悪
性

腫
瘍
の
誘
発
や
促
進
を
さ
せ
る
と
い
う
確
信
の
持
て
る
証
拠
は
な
い
と

結
論
付
け
て
い
る
。
し
か
し
再
検
討
で
は
同
時
に
、
よ
り
詳
細
な
健
康

リ
ス
ク
、
特
に
低
レ
ベ
ル
で
の
電
磁
波
暴
露
（
無
熱
効
果
）
に
よ
る
癌

等
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
今
後
も
研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

（
ｌ
）

て
い
る
。
な
ぜ
か
こ
の
報
告
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
電
磁
波
の
効
果

は
現
在
多
く
の
人
々
が
憂
慮
し
て
い
る
携
帯
電
話
機
や
家
庭
電
化
製
品

等
の
生
活
上
身
近
に
使
わ
れ
て
い
る
電
子
機
器
か
ら
の
電
磁
波
輻
射
に

関
す
る
も
の
だ
け
で
あ
り
、
言
わ
ば
電
磁
波
に
よ
る
生
体
に
と
っ
て
は

ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
効
果
に
付
い
て
の
報
告
だ
け
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
見
て

き
た
様
な
電
磁
波
無
熱
効
果
に
よ
る
生
体
へ
の
疾
患
治
癒
効
果
に
関
し

て
は
再
検
討
が
未
だ
整
理
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
最

近
の
医
学
研
究
に
お
け
る
新
規
実
験
等
の
立
ち
上
げ
に
は
旨
＆
言
①

を
始
め
と
す
る
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
ど
こ
か
ら

で
も
最
新
の
情
報
を
得
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時
に
は
ま
だ

実
際
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
前
の
抄
録
ま
で
も
検
索
す
る
事
さ
え
可
能

で
あ
る
。
そ
う
言
う
点
で
、
最
近
の
研
究
に
お
け
る
文
献
検
索
の
形
も

数
年
前
と
は
全
く
違
っ
た
形
態
と
な
り
、
書
庫
に
入
る
頻
度
は
極
端
に

減
っ
た
。
医
学
研
究
は
常
に
最
新
の
物
と
実
験
技
術
を
追
求
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
私
自
身
も
含
め
た
基
礎
医
学
研
究
者

の
先
入
観
か
ら
か
、
こ
う
し
て
じ
っ
く
り
と
原
典
・
古
典
的
な
文
献
に

目
を
通
す
と
言
う
機
会
が
減
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
今

回
、
こ
の
古
い
文
献
に
出
会
っ
た
事
に
よ
り
過
去
に
あ
っ
た
出
来
事

を
、
本
書
（
史
料
）
を
ひ
も
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
も
通
ず
る

問
題
点
が
少
し
は
明
ら
か
に
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
医
史

学
を
研
究
す
る
上
で
、
あ
る
事
件
や
現
象
、
政
治
・
経
済
・
社
会
・
文

化
の
仕
組
み
、
更
に
は
我
々
の
自
然
科
学
的
実
験
に
お
け
る
研
究
結
果

は
、
そ
れ
ら
研
究
の
前
段
階
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
状
況
の
中
か
ら
生

れ
、
そ
の
為
に
ど
の
よ
う
な
本
質
を
持
ち
、
次
の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
に

ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
発
展
す
る
の
か
と
い
う
事
を
時
間
軸
に
お
け
る

変
化
の
中
に
お
い
て
把
握
し
よ
う
と
試
み
る
事
は
重
要
で
あ
る
と
結
論

出
来
る
と
思
う
。
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